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厚

生

委

員

会

　

総

務

委

員

会

第
79
号
議
案

府
中
市
行
政
不
服
審
査
会
条
例

第
85
号
議
案

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

第
92
号
議
案

府
中
駅
南
口
市
営
駐
車
場
に
お
け
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

建
設
環
境
委
員
会

　

文

教

委

員

会

第
90
号
議
案

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
に
お
い
て
管

理
を
行
わ
せ
る
者
を
指
定
す
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
指
定
管
理
者
は
府
中
市
郷
土
の

森
博
物
館
運
営
グ
ル
ー
プ
で
、
指
定
期
間
は
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
40
年
３
月
31
日
ま
で
で
あ
る
」等
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
運
営
に
つ
い
て
は
、
天
文
事
業
を

株
式
会
社
五
藤
光
学
研
究
所
が
、
そ
の
ほ
か
の
事
業
を
引

き
続
き
財
団
法
人
府
中
文
化
振
興
財
団
が
行
う
。
同
研
究

所
の
技
術
や
情
報
量
、
運
営
実
績
と
同
財
団
が
築
き
上
げ

た
信
頼
関
係
や
事
業
展
開
の
両
者
を
合
体
す
る
こ
と
で
更

に
斬
新
な
事
業
展
開
が
期
待
で
き
る
た
め
、
共
同
運
営
を

行
う
」「
期
間
の
う
ち
最
初
の
２
年
間
は
天
文
事
業
の
運

営
準
備
と
し
て
検
証
を
行
い
、
そ
の
後
の
10
年
間
は
長
期

的
な
視
野
の
も
と
、
博
物
館
に
お
け
る
人
材
育
成
や
事
業

展
開
、
設
備
投
資
等
を
行
っ
て
い
く
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
布
飛
行
場

か
ら
離
陸
し
た
航
空
機
の
墜
落
事
故
に
関
し
、
市
で

は
、
調
布
飛
行
場
の
安
全
対
策
や
管
理
運
営
の
適
正

化
に
つ
い
て
、
都
、
調
布
市
、
三
鷹
市
と
協
議
を
継

続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
は

府
中
基
地
跡
地
留
保
地
活
用
基
本
方
針
（
案
）
を
作

成
し
て
お
り
、
主
な
内
容
と
し
て
、
現
状
や
課
題
、

活
用
の
基
本
理
念
と
基
本
原
則
、
想
定
し
う
る
活
用

方
法
、
利
用
計
画
策
定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
後
、
基
本
方
針
を
策
定
し
、
平
成
28
年
度

に
は
利
用
計
画
の
素
案
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い

る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
に
関
し
、
公
共
施
設
工

事
に
つ
い
て
、
新
た
に
必
要
な
工
事
等
に
対
応
す
る

た
め
、
市
の
負
担
額
が
約
５
億
９
５
０
０
万
円
の
増

と
な
る
。
ま
た
、
同
駅
南
口
券
売
機
室
の
移
設
工
事

費
は
、
約
１
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
公
共
公
益
床
の
内
装
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
と
28
年
度
で
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
組
合

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅
延
が
生
じ
た
た
め
、
27
年
度

中
に
契
約
の
手
続
き
が
で
き
ず
、
28
年
度
と
29
年
度

で
の
対
応
が
必
要
と
な
る
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
工
期
の
件
等
で
丁
寧
な
説
明
を
要

望
す
る
」等
の
意
見
が
あ
り
、
議
会
閉
会
中
に
委
員

会
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
設
計
作
業
に
お
け
る
地

盤
調
査
は
、
よ
り
精
度
の
高
い
工
事
概
算
費
の
積
算

に
向
け
て
９
か
所
で
行
う
も
の
で
、
平
成
27
年
度
と

28
年
度
に
分
け
て
実
施
す
る
。

　
27
年
10
月
11
日
に
開
催
し
た
新
庁
舎
建
設
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
設
計
者
に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
、

設
計
者
や
選
定
委
員
会
の
委
員
長
、
市
長
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
約
２
４
０
人
の

方
が
来
場
し
た
。

　
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
設
計
等
業
務
の
受

託
業
者
は
、
サ
イ
ン
に
関
す
る
課
題
の
解
決
策
が
明

確
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
選
定
委
員
会
で
評
価
さ
れ

た
た
め
、
株
式
会
社
岡
村
製
作
所
立
川
支
店
に
決
定

し
て
い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

一般質問・常任委員会・特別委員会

　
こ
の
議
案
は
、
公
正
性
及
び
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正
に
伴
い
、

府
中
市
行
政
不
服
審
査
会
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
審
査
会
は
、
学
識
経
験
を
有
す

る
者
か
ら
、
市
長
が
委
嘱
す
る
委
員
９
人
以
内
で
組
織
さ

れ
る
」「
会
議
に
つ
い
て
は
会
長
が
招
集
し
、
過
半
数
の
委

員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開
催
で
き
な
い
」「
審
査
会
に
は
部

会
を
置
く
こ
と
が
で
き
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
査
会

の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
同
法
の
改
正
に
よ
り
、
不
服
申
し

立
て
を
可
能
と
す
る
期
間
が
60
日
か
ら
90
日
に
延
び
た
こ

と
や
審
理
員
を
置
く
こ
と
、
第
三
者
機
関
と
し
て
行
政
不

服
審
査
会
を
置
く
こ
と
が
主
な
変
更
点
と
な
る
」「
市
の
手

続
き
に
お
い
て
は
、
審
理
員
や
第
三
者
機
関
を
置
く
こ
と

で
、
従
来
の
手
続
き
に
比
べ
て
公
正
性
が
向
上
す
る
こ
と

と
な
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
お
い
て
、

個
人
番
号
と
法
人
番
号
の
利
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
関
係
条
例
の
規
定
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
市
民
税
の
減
免
申
請
書
な
ど
、

各
申
請
書
等
の
記
載
事
項
に
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号

を
追
加
す
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
た
時
点
で
回
収
す
る
」「
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
再
発
行
に
係
る
手
数
料
の
金
額
は
、
８
０
０

円
を
予
定
し
て
い
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
個
人
番
号
の
記
入
な
ど
に
つ
い
て
市
民

に
し
っ
か
り
と
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
本
案
に

賛
成
す
る
」「
法
案
そ
の
も
の
に
異
議
が
あ
る
た
め
、
本
案

に
反
対
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
駅
南
口
市
営
駐
車
場
に
お
い
て
管

理
を
行
わ
せ
る
者
を
指
定
す
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
指
定
管
理
者
は
株
式
会
社
府
中

駐
車
場
管
理
公
社
で
、
指
定
期
間
は
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
33
年
３
月
31
日
ま
で
で
あ
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
府
中
駅
南
口
市
営
駐
車
場
の
売
上

げ
に
つ
い
て
、
29
年
度
以
降
は
、
再
開
発
工
事
の
完
了
に

よ
り
、
徐
々
に
上
昇
す
る
も
の
と
公
社
で
は
見
通
し
て
い

る
」「
公
社
か
ら
、
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
の
設
置
や
電
子
マ
ネ

ー
を
利
用
し
た
精
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
」等
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
を
期
待
し
て
、
本
案
に
賛
成
す
る
」「
経
営
に
当
た
っ
て
、

地
域
へ
の
貢
献
に
努
力
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
本
案
に

賛
成
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）

　
安
心
し
て
自
転
車
を
利
用

で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け

て
、
道
路
整
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
で
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
か
え
で
通

り
の
一
部
の
歩
道
を
改
良
し
、

視
覚
的
に
自
転
車
と
歩
行
者

を
分
離
す
る
整
備
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
警
視
庁
が
中
河

原
駅
周
辺
な
ど
で
、
自
転
車

が
通
行
す
べ
き
部
分
を
路
面

表
示
し
た
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー

西
村

陸

議
員（
公
明
）　
精

神
疾
患
で
医
療
機
関
に
掛
か

っ
て
い
る
患
者
数
は
全
国
で

３
２
０
万
人
に
上
っ
て
お
り
、

疾
患
に
悩
む
方
々
の
社
会
復

帰
や
地
域
住
民
と
の
共
生
を

目
指
し
た
支
援
の
充
実
が
不

可
欠
と
思
う
が
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
取
組
の
課

題
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
精
神
疾
患

の
あ
る
方
を
家
庭
内
で
見
守

っ
て
き
た
方
が
高
齢
に
な
っ

た
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
た

場
合
、
い
か
に
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
家
族
全
体
を

支
援
し
て
い
く
か
と
い
っ
た

課
題
が
あ
る
。

議
員
　
精
神
疾
患
の
あ
る
方

が
関
係
機
関
に
把
握
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
近
隣
と
の
ト

ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
方

に
関
す
る
市
へ
の
連
絡
に
対

し
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
体
制
を
つ
く
れ
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
今
後
、
保

健
所
や
警
察
と
更
に
連
絡
を

密
に
行
い
、
連
携
体
制
の
強

化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ク
を
設
置
し
て
い
る
。

議
員
　
自
転
車
が
関
わ
る
事

故
で
は
、
賠
償
額
が
高
額
に

な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

市
で
も
市
民
に
損
害
賠
償
保

険
の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い

る
と
聞
く
が
、
加
入
の
義
務

化
も
視
野
に
入
れ
、
市
民
が

加
入
し
や
す
い
府
中
版
の
保

険
を
創
設
で
き
な
い
か
。

生
活
環
境
部
長
　
義
務
化
を

進
め
る
に
は
様
々
な
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
利

用
者
が
手
軽
に
加
入
で
き
る

保
険
に
つ
い
て
情
報
収
集
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

精
神
疾
患
の
あ
る
方
に
関
す
る

市

へ

の

連

絡

に

ス

ム

ー

ズ

な

対
応
が
で
き
る
体
制
を
つ
く
れ
な
い
か

保
健
所
等
と
連
絡
を
密
に
行
い

連
携
体
制
強
化
に
努
め
た
い

府中版の自転車損害賠償保険を
創 設 で き な い か

手軽に加入できる保険について
情 報 収 集 を 行 い た い

　▲かえで通りの歩道


